


　政府が発表した成長戦略には、これまで企業が担っていた技術革新の「芽」となる

研究開発や人材育成は大学に移行され、大学は今後ますます、大学間による激しい

競争の中でイノベーションを起こしていくことが求められています。北九州市立大

学の付属研究機関として、環境技術研究所はより一層、国や市の政策や社会のニー

ズに対応し、産学官が連携した研究を推進していかなければなりません。

　そのために、将来構想「ビジョン2013」を基に外部委員を加えた研究戦略会議等に

おいて、研究者の支援や組織の在り方について検討を行ってきました。この度、それ

らの議論をふまえ、研究者の支援の充実、研究の統括と高度化を目指して、組織改正

を行うことになりました。

　中心となる研究統括部門では、従来の災害対策技術研究センターに加え、「社会支

援ロボット創造研究センター」を新たに設置し、市がめざす「スマートシティ創造特

区」構想を支える介護・福祉ロボット等の開発に鋭意取り組んでいきます。

　また、本年4月には新しい技術開発センターとして「国際光合成産業化研究セン

ター」を設置しました。地域企業と国内外の研究者が連携して、エネルギー問題、食

糧問題という世界的な課題克服に挑戦します。

　4年目を迎え、大きな転換期を迎えた環境技術研究所ですが、これまで以上に地域

に根差した研究所として、より一層社会に貢献できるよう、研究活動を推進・支援

してまいります。

　ますますのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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